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研究成果の概要（和文）：1966 年から 76 年の十年間、中華人民共和国を席巻した文化大革命

（「文革」）について、日本の中国現代文学研究者が中国現代史の研究者と連携して総合的に

研究を進め、激動の歴史を生きた中国知識人に焦点を当てて問題を整理し、その文化史的意

味を考察し直した。2007 年 8 月と 2009 年 3 月に、中国（上海・スワトウ・北京）を訪問し

て資料を収集し、聞き取り調査をした。また、野村浩一氏、小島麗逸氏、加々美光行氏を招

き、公開講演会を開いた。これらの研究活動は報告集にまとめた。 
 

研究成果の概要（英文）：Ten years from 1966 to 1976, the Cultural Revolution was sweeping 

China.  Researchers in modern Chinese literature, in collaboration with researchers 

in modern Chinese history, to organize the issue focuses on the Chinese intellectuals 

who lived through turbulent history, re-examined the cultural meaning of the Cultural 

Revolution.  From 2007 to 2009, researchers visited China (Beijing, Shanghai, 

Shantou),collected data, and interviewed.  NOMURA KOUICHI, KOJIMA REIITSU, KAGAMI 

MITSUYUKI were invited to hold a public lecture. They showed a unique perspective on 

the Cultural Revolution. These research activities are summarized in the report 

collection. 
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研究分野：中国文学 
科研費の分科・細目： 
キーワード：中国・文化大革命・知識人・紅衛兵 
 
１．研究開始当初の背景 
 本研究を申請した 2006 年は文化大革命開

始から 40 年、集結から 30 年にあたる年で
あった。この年、研究代表者の所属する和
光大学では、文化大革命再考を共通テーマ
とする日本現代中国学会全国学術大会の
開催校となり、そのシンポジウム運営に尽
力した。それに関わった研究者によって、
シンポジウムでの討議を深め継続して研
究を進めることの重要性が確認され、本研
究を申請するに到った。その際、中国知識
人の問題を文化、文学の分野で研究してき
た丸山昇『文化大革命に到る道』の仕事を
継承し、文革期の中国知識人に焦点を当て
る意義が強調された。 

 
２．研究の目的 
(1) 文化大革命はその構造や状況の進展、終

結後の処理などの諸相、人々に残された内
面的影響、文学に現れた表現などの各面に
おいて、ナチズムや日本の戦争責任問題、
9・11 以後の世界情勢などとも関連する問
題を内包している。文化大革命をこのよう
な現在的な問題としてとらえ、この問題意
識を共有する研究者の共同研究によって、
広く文化史のなかに文化大革命を総合的
に位置づけることをめざす。 

 
(2) 文化大革命終息宣言から 30 年を経て中

国でも関係者の回想や資料が公開される
ようになったが、正面から研究することは
許されていない。しかも、中国国内では文
化大革命を知らない世代が多数を占める。
いまこそ日本において、文化大革命につい
て資料を調査・整理し、文化大革命の基本
資料を整えることが重要な課題である。そ
のために、まず、「文化大革命関連資料目
録」を作成する。 

 
(3) 現在の中国知識人にとって文化大革命
はどのような意味を持っているのか、また、
どのように理解されているのか、その体験者
や中国研究者との交流を進め、記録するとと
もに、それを日本の研究者に提供していく。 

 
(4) 文化大革命研究は北京・上海での動きを
研究対象とすることが多かったが、地方都市、
とくに少数民族自治区など、マイナーにとっ
て文化大革命がもっていた暴力的な側面に
も注目して文化大革命の諸相を明らかにす

る。 
 

３．研究の方法 
(1) 文化大革命関連資料を収集する。国内

外で発行された図書、電子テキストを購入
し、研究機関の和光大学附属梅根記念図
書・情報館に集中してまとめる。それとと
もに、中国への調査旅行で入手した資料や
本研究会メンバーが個別に収集している
資料をまとめて目録を作成する。 

 
(2) メンバーを「文学」「思想」「社会・歴

史」の３グループに配置し、それぞれのグ
ループで研究会や情報交換の場を設け研
究を深め、その上で公開の全体会を開き、
大きな視野で専門研究を見晴らす。 

 
(3) 文学分野以外で、これまで文化大革命

研究に大きな成果を出している研究者、文
化大革命に同時代に取り組んでいた研究
者を講師として、公開の講演会を開催する。 

 
(4) メンバーが一団となり中国への調査旅

行を実施する。実際に体験談を聞き、また
中国国内で文化大革命研究を進めている
研究者と交流する。 

 
４．研究成果 
 (1) 中国訪問調査の成果 

①2007 年 8 月 25 日～9 月 2 日に実施し
た中国訪問調査で、スワトウ大学・上海大
学・復旦大学の研究者・文革体験者と座談
会を開いた。スワトウでは、中国唯一の「文
革博物館」館長である陳方競氏、著名な魯
迅研究者の王富仁教授ら会談する中で、
「いまでは文化大革命において指導的幹
部がどれだけ迫害されたかは大いに語ら
れているが、そういった幹部たちがそれま
でどのように庶民に対処してきたかは語
られず、これでは文化大革命を見極めるこ
とは出来ない。」「さらに多数の言葉なき
人々がいる。」など、中国知識人がいかに
声なき庶民にとっての文革という視点を
重視しているかが明確になった。上海大学
での座談会では、中国側から中国現代史全
体に文革の意味を問い直す視野が示され、
文革におけるモダニティと中国独自性の
輻輳した状況が確認された。復旦大学との
座談会では、文革時期を特異な時期として
考察するだけではなく、特に文芸創作の面



 

では、文革以前との連続性に注意すべきこ
とを中国側が強調した。 
②2009年 3月 13日～17日に清華大学と北
京大学で座談会を開催した。清華大学にお
ける文化大革命研究に顕著な業績のある
唐少傑氏、「紅衛兵詩の研究者王家平氏、
さらに文革前から活躍していた詩人の牛
漢氏、文革中その詩作が広く流布した食指
氏、下郷した知識青年たちの文学サークル
の地、白洋淀で活躍した芒克ら詩人たちや
その研究者劉福春氏らとの交流会を行っ
た。北京大学で現代文学を専攻する若手研
究者からは子どもの目からとらえた文化
大革命について聞き取りを行った。 
 

(2) 公開講演会の成果 
 ①2007 年 6 月 30 日（本郷、ホテル機山館）

に公開講演会では、文化大革命を同時代の
出来事として研究対象としていた野村浩
一氏を招き、50 年代から 70 年代の日本に
おける中国研究の環境と日本の研究者の
問題意識について回顧し、中国における権
力の問題、中国社会の持つアナーキーな性
格、そのような政治風土を念頭に、どのよ
うな問題をたてていくかが語られた。会場
からは近代化に絡む質問が多多寄せられ
活発な討論と成った。 
②2008 年 2月 23 日（本郷、ホテル機山館）
に開催した公開講演会では、中国経済研究
者小島麗逸氏を招き、「現時点における文
革評価私見」と題するレクチャーをお願い
した。小島氏が文革に対して直感的に持っ
たプラス評価範は何に由来したのか、それ
に疑問を持つようになったのはなぜか、中
国を見るときの認識の偏りにはどのよう
に生まれたのか、などの点が率直に語られ
た。質疑応答の中で、文革中の経済は平均
で 6 から 7％成長していること、それが軍
事経済化していたこと、ソ連からの攻撃を
前提とした時代だったことが確認された。
さらに、講演者の文革研究の根底にあった
民衆へのまなざしから、今日の民衆生活に
ついてリアルな報告がなされた。 
③2009 年 2月 21 日（本郷、ホテル機山館）
には、愛知大学教授加々美光行氏を招き、
「中国文化大革命の新たな視角：林彪事件
と国際戦略を事例として」と題する講演を
依頼した。講演者は、ユン・チアンなどの
毛沢東狂人説ともいえる俗説を否定し、世
界的な視野で見たときに文化大革命にお
ける毛沢東らの行動がいかに合理的判断
に基づいているかを明確にした。 
 
(3) 総合研究会報告の成果 
①中国での代表的な文革研究書について
書評を行った。王家平『紅衛兵詩歌研究』、
牛漢『我仍在苦苦跋渉 牛漢自述』、牛漢

『拒絶遺忘―1957 年学研究筆記』、唐少傑
『一葉知秋：清華大学 1968 年百日大武闘』
について、概要紹介と批評を行った。 
②近年、日本で出版された主要な文革研究
書の書評を行った。取り上げたのは、国分
良成編著『中国文化大革命再考』、訳書『文
革 南京大学 14 人の証言』、福岡愛子『文
化大革命の記憶と忘却』などである。 
③2007年 9月 21日～22日に熊本学園大学
で開催された「文革期文学国際研究学術討
論会」に参加した。中国で活躍中の当代文
学研究者王尭氏、韓国の金龍雲氏と交流し
た。 
④少数民族にとっての文革、地方にとって
の文革について、研究会で佐治俊彦訳『地
球宣言』の紹介があった。 
 
（4）「文化大革命関連資料目録」作成 
文化大革命関連資料の収集に努め、目録を
作成した。その成果は『『文化大革命の文
化史的再考 2009 年度研究会記録／文化
大革命関連書籍・資料目録』（5．主な発表
論文等［その他］参照）に収め、国内外の
現代中国研究者に送付した。 
 
(5)成果の国内外での位置づけ 
①成果の（1）にあるように、中国と日本
の研究者が共同で文化大革命について率
直に語り合う場を設定することはこれま
で非常に難しかった。本研究会の成果は貴
重な日中研究交流の実践であったと言え
る。 
②日本国内においても、文化大革命を同時
代にどのようにとらえていたかによって、
研究者の間にある種の線引きがなされて
いたが、本研究会では、様々な立場の研究
者に公開講演を依頼することで、当時の視
点がどのように生まれてきたか、それが今
の中国を見るときにどのように影響して
いるのか、立場の違いを歴史的に理解し、
それによって複合的な中国へのアプロー
チを確保した。 
 
（6）今後の展望 
中国知識人にとっての文化大革命という
点により焦点を絞り、「文化大革命と中国
の知識人」というテーマで課題を継承する
研究会を組織し、研究活動を行っている。 
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小説から」、2008 年 10 月 19 日東京大学、
日本現代中国学会第 58 回全国学術大会 

収録論文・資料 
・野村浩一氏講演（2007 年 6 月 30 日）記録 
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